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渋
滞
解
消
に
向
け
て

委員会レポート
　
こ
の
筑
紫
野
古
賀
線
の
拡
幅
工
事
が

始
ま
っ
た
の
は
、
も
う
い
つ
の
こ
ろ
だ

っ
た
か
。
そ
し
て
い
つ
完
成
す
る
の
か
。

住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
質
問
・
問
い
合

わ
せ
も
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
関
係
者
へ
の
説
明
会
、

警
察
等
と
の
協
議
、
道
路
用
地
の
取
得

等
を
経
て
工
事
の
着
工
と
な
り
、
非
常

に
時
間
が
か
か
る
県
の
事
業
で
す
。
そ

の
事
業
経
過
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
現

在
工
事
中
（
1
工
区
）
の
新
原
付
近
を

視
察
し
、
そ
の
後
、
須
恵
中
央
交
差
点

の
現
場
に
移
動
。
都
市
整
備
課
の
説
明

に
質
疑
を
交
え
な
が
ら
の
所
管
事
務
調

査
で
し
た
。

　
宇
美
町
境
か
ら
平
原
交
差
点
の
間
で

は
、
平
成
24
年
度
か
ら
道
路
改
良
事
業

（
拡
幅
工
事
）
が
再
開
し
、
宇
美
町
境

か
ら
須
恵
中
央
交
差
点
付
近
ま
で
の
1

工
区
1
7
0
0
ｍ
、
須
恵
中
央
交
差
点

付
近
か
ら
平
原
交
差
点
ま
で
の
2
工
区

1
9
0
0
ｍ
（
未
着
工
区
間
で
す
）
と

合
わ
せ
た
総
延
長
3
6
0
0
ｍ
で
道
路

改
良
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
工
事
中

の
須
恵
中
央
交
差
点
改
良
工
事
は
、
令

和
５
年
度
中
に
完
成
を
目
指
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
事
業
の
概が

い

要よ
う

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
路
線
の
須
恵
町
区
間
の
事
業
延

長
（
工
事
区
間
）
は
、
5
0
3
0
ｍ
で
、

平
原
交
差
点
か
ら
新
大
間
池
付
近
ま
で

の
1
1
5
0
ｍ
は
、
平
成
18
年
度
ま
で

に
竣
工
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
須
恵

町
・
粕
屋
町
工
区
で
は
、
新
大
間
池
を

渡
り
粕
屋
警
察
署
付
近
ま
で
を
つ
な
ぐ

バ
イ
パ
ス
工
事
（
こ
の
う
ち
、
須
恵
町

区
間
は
2
8
0
ｍ
）
が
平
成
16
年
度
か

ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
5
年
４
月

末
に
完
成
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　
道
路
改
良
事
業
の
完
成
時
期
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
、
県
の
事
業
と
い
う
こ
と

や
景
気
や
用
地
取
得
等
に
左
右
さ
れ
る

な
ど
多た

岐き

に
わ
た
る
要
因
が
あ
る
の
で
、

現
時
点
で
は
正
確
に
は
お
答
え
が
出
来

な
い
と
の
事
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
業
に
携た

ず
さ

わ

っ
て
い
る
関
係
者
の
尽じ

ん

力り
ょ
くも

あ
り
着
実

に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
内
の
渋

滞
事
情
も
緩か

ん

和わ

に
向
け
て
進
ん
で
い
る

こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
も
、
こ
の
事
業
が
早
期

に
完
成
に
至い

た

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
と
の
思
い
で
す
。

新原付近を視察

須恵中央交差点の現場

工事状況を確認中

総務建設産業委員会

職員から説明を受ける
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神功皇后わびしの遺蹟

黒田長政の花押が書かれた命令書

海軍炭鉱設立50周年の記念碑(昭和12年建設)

地地域域のの文文化化財財はは町町のの宝宝
　令和４年度は、コロナの影響で中止に追い込まれてい
た多くの地域の祭りが、皆さんの熱意により再開されま
した。無形民俗文化財と呼ばれる地域の祭りは、住民主
体で行われます。須恵町の人々のたくましさと祭りの本
質は、さまざまな時代の危機を迎えても、それを克服し
何も変わっていません。町のホームページでは、祭りを
再開させたいという地域の人々の思いを、記録映像とし
て公開しています。「コロナの時、須恵町の人々はこう

立ち向かった」という、これからの社会の進むべき指針
になってほしいと願っています。
　委員会では、３回にわたり町の文化財
や史跡を調査し、須恵町にたくさんの素
晴らしい歴史や文化財が残されているこ
とを改めて知ることができました。
　今後とも、文化財保護のご理解ご協力
をよろしくお願いします。

町の伝統文化を
映像で

　江戸時代の文献に、旅石に「海蔵寺」という
お寺があったと記録されていますが、その位置
は分かっていませんでした。平成23年に仏像の
修復を行った際、大日如来像の像底から「海蔵
庵」の墨書が見つかり、海蔵寺の存在が明らか
になりました。

尋
じ ん

光
こ う

寺
じ

“まぼろしの寺「海
か い

蔵
ぞ う

寺
じ

」”

　墓地の中に山伏「法
ほう
玄
げん
坊
ぼう
」の墓があり、記録に

は宗貞や宗海などの名前も見られます。
　１８２１年の台風により旅石のお堂が壊滅した
後、１８３３年に宗貞が発起人、旅石村の人々が
施主となって仏像を修復した記録があります。被
災した寺を地域の人が復興した貴重な記録です。

地蔵堂と近世墓
“旅石に山

やま

伏
ぶ し

がいた”

旅石八幡宮
“神

じ ん

功
ぐ う

皇
こ う

后
ご う

の「腰掛石」が地名のルーツ”

　宇美八幡宮境内にあった誕生寺というお寺から避難した仏像が
祀
まつ
られています。明治維新により神仏分離が実施された際、宇美
八幡宮の神官と新原村の信徒が相談し、誕生寺の仏像を村に移し
守り通す約束をしたという記録が石碑に残されています。廃

はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

という歴史的出来事の裏面を語る貴重な資料です。

新原地蔵堂

新原は、今から４０５年前の江戸時代の初め、黒田長政が新田
開発で開いた村です。２００石という面積を得るため、志免と
酒殿の間の土地も新原村の土地とし、飛子原と呼ばれていまし
た。それが現在の「飛

とび

越
こ

」です。お殿様の「お墨付き」で開か
れ、その経緯を記した文書は地元の人に大切に守られています。

地名の由来

海軍炭鉱は、明治22年に新原採炭所が設置さ
れたことに始まります。炭鉱の周囲には様々
な商店が立ち並び「銀座通り」と呼ばれてい
たそうです。新原公園内には、技師萩尾善次
郎の銅像など海軍炭鉱に関する資料が残って
います。

海軍炭鉱創業記念碑

旅旅石石区区

新新原原区区

旅石区の氏神で、境内
に「神功皇后わびしの
遺蹟」と書かれた石碑
があります。神功皇后
に関する伝承地は糟屋
郡に多く残っており、
須恵町でも「旅石」
「ショウケ越え」の地
名が残っています。

町の文化財・史跡を調査  ～第三小学校区～

令和５年2月10日委員会レポート 文教厚生委員会

目的：須恵町の文化財・史跡などを調査し、まちづくりに活かしていく。
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